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主な内容

ボタ山を背に懸命に走る子どもたち。三菱新入炭鉱の運動会
1961 年（昭和 36 年）

12月

９月

September
152

３月

６月

№

 

くらてくらて

決算審査 （令和６年度の決算をチェック）P2

議案質疑（提案された議案の疑問点を問う）P6

行政報告 （行政の活動内容を公に伝える報告）P7

第４回臨時会（令和７年８月８日）P7

審査結果（採決結果をまとめました）P8

一般質問 （知りたいこと 望むこと）P9

議会体験 （西川小学校６年生による）P14



り入れが増加し、町債が 12 億 4,080 万円（88.1％増）増加した
一方、ふるさと寄附金の減少により寄附金全体では３億 1,642 万
円（43.9％減）減少しました。

歳出の主なものは、総務費の庁舎等建設費 29 億 8,912 万円、商
工費の直方・鞍手工業用地造成事業費１億 7,037 万円、教育費の公
民館大規模改修事業費１億 2,698 万円など（４～５ページ参照）と
なっています。　

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
決
算
に
つ

い
て
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し

て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、「
決
算
書
」
や
「
主

要
施
策
の
成
果
」
な
ど
の
資
料
を
も

と
に
丁
寧
に
審
議
を
重
ね
た
結
果
、

賛
成
多
数
で
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

決算
審査

９月定例会

新
庁
舎
整
備
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど

の
審
査
を
行
い
、
一
般
会
計
決
算
を

認
定
し
ま
し
た
。

 議会だよりくらて № 152　②　　

自主自主
財源財源

3535 億億
2,988万円2,988万円

28.428.4%%

国や県から交付さ
れるお金や町の都
合だけでは集めら
れないお金

鞍手町が自主的に
集めることができ
るお金

依存依存
財源財源
8989 億億

130 万円130 万円
71.671.6%%

・町税　18 億 6,909 万円　
・使用料及び手数料　1 億 4,496 万円　
・繰入金　7 億 1,517 万円
・諸収入　1 億 9,729 万円　
・その他　６億 337 万円　

< 自主財源 >
15.0％

1.2％
5.8％

1.6％
4.9％

・地方交付税　32 億 479 万円　
・国庫支出金　17 億 3,377 万円　
・県支出金　6 億 6,133 万円　
・町債　26 億 4,983 万円　
・その他　6 億 5,158 万円　

< 依存財源 >
25.8％

13.9％
5.3％

21.3％
5.2％

令和６年度令和６年度
一般会計一般会計

歳入歳入  

〈決算額〉〈決算額〉

124124億億3,1193,119万円万円
（前年度比　16億 94万円増）（前年度比　16億 94万円増）

歳入
（入ったお金）



実質収支額は、8,799 万円
令和６年度の一般会計決算は、歳入総額 124 億 3,119 万円で前

年度比 14.8％の増、歳出総額は 123 億 4,250 万円で 17.9％の増
となりました。

歳入歳出差引額から翌年度へ繰り越す財源を控除した実質収支額
は 8,799 万円で、前年度に比べ 75.6％の減となりました。

歳入の主な増減要因としては、庁舎等建設事業に伴う地方債の借

※数字は四捨五入しているため、必ずしも合計と一致するものではありません。
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〈決算額〉〈決算額〉

123123億億4,2504,250万円万円
　（前年度比　18億 7,347 万円増）　（前年度比　18億 7,347 万円増）

令和６年度令和６年度
一般会計一般会計

歳出歳出  

歳出
（使ったお金）

総務費
37.7%

民生費
25.4%

衛生費
7.6%

農林
水産業費
1.5%

商工費
1.8%

土木費
6.1%

消防費
2.4%

教育費
9.1%

公債費
7.6%

災害復旧費
0.01%

議会費 0.7%

決算特別委員会とは…
　決算が議会に提出される９月定例会の時、議長を除く全議員１２
名で構成される決算特別委員会が設置され、一般会計の決算を審査
します。議案の審査終了後、本議会の議決で消滅します。

総務費 46 億 5,511 万円 消防費   2 億 9,046 万円

民生費 31 億 3,585 万円 教育費 11 億 2,500 万円

衛生費   9 億 4,122 万円 災害復旧費 70 万円

農林水産業費   1 億 8,410 万円 公債費   9 億 3,845 万円

商工費   2 億 2,375 万円 議会費 46 億 8,908 万円

土木費   7 億 5,879 万円

月定例会月定例会
３・6・9・12 月 に 開 催 さ
れる定例会のうち、９月定
例会の内容をお届けします。
９月定例会では主に、補正
予算、令和６年度決算につ
いて審査しました。

９月定例会の流れ９月定例会の流れ

議案の上程
９/３（水）
町長による議案の提案説明

本
会

議

1

委
員

会

４ 民生産業委員会
９/１１（木）
付託された議案を審査

本
会

議

７ 委員会審査報告
９/１８（木）
各常任委員会での審査
結果を委員長が報告

本
会

議

８ 質疑・討論
９/１８（木）
委員長報告に対し、
議員が質疑・討論（賛成・
反対）を行う

本
会

議

９ 採決
９/１８（木）　　　　
議案の可否を決める

委
員

会

５ 総務文教委員会
９/１２（金）
付託された議案を審査

９９
委

員

会

６ 決算特別委員会
９/１６（火）
議長を除く１２名の議員で
前年度の決算を審査

本
会

議

２ 一般質問
９/８（月）※休会９/９（火）

議員が町政全般にわたって
質問し、町の見解を問う

本
会

議

３ 議案質疑
９/１０（水）
提案された議案に対し、
議員が質疑を行い付託委
員会を決定
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商工費  2 億 2,375 万円（１人あたり 1 万 5 千円）
商業・工業・観光など地域経済を支えるための経費

・地域振興券発行支援事業費　1,745 万円
・直方・鞍手工業用地造成事業費　１億 7,037 万円

土木費  7 億 5,879 万円（１人あたり５万 1 千円）
 道路や公園などの整備、管理をするための経費

・橋梁維持管理事業費　6,356 万円
・西川改修事業費　1 億 6,382 万円

消防費  2 億 9,046 万円（１人あたり 1 万９千円）
火災や災害に備えるための経費

・直鞍広域消防事務組合負担金　2 億 4,466 万円
・消防団管理運営費　1,888 万円

教育費  11 億 2,500 万円（１人あたり７万５千円）
学校や社会教育など、教育の充実に係る経費

・小学校統合事業費　1 億 1,349 万円
・公民館大規模改修事業費　1 億 2,698 万円

　令和６年度の一般会計歳出決算額（総額 123 億 4,250 万円）がどのようなも
のに使われたか主な事業を紹介します。
※町民１人あたりの額は、令和６年４月 30 日現在の総人口 14,914 人から算出しました。

決
算
特
別
委
員
会
に

お
け
る
主
な
質
疑

●
ふ
る
さ
と
寄
附
金

寄
附
金
が
令
和
５
年
度
約

７
億
２
千
万
円
に
対
し
、

令
和
６
年
度
は
約
４
億
円

と
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
そ
の

要
因
は
。令

和
５
年
10
月
に
制
度
を

適
正
化
す
る
た
め
、
改
正

が
行
わ
れ
、
募
集
経
費
の

制
限
等
が
厳
格
化
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
寄
附
額
の
設
定
が
増
額
に

な
っ
た
こ
と
が
、
大
き
な
要
因
と

考
え
ま
す
。

●
地
域
振
興
券
発
行

支
援
事
業
費

物
価
高
騰
対
策
に
な
っ
て

い
る
の
か
疑
問
に
思
う
が
、

効
果
等
の
検
証
は
し
て
い

る
の
か
。平

成
21
年
度
か
ら
16
年
間

で
14
億
８
２
０
０
万
円
、

プ
レ
ミ
ア
分
を
含
め
る
と

17
億
７
８
２
０
万
円
が
町
内
で
利

用
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地

域
経
済
の
循
環
率
を
高
め
地
域
経

済
の
自
立
、
あ
わ
せ
て
、
家
庭
支

援
に
も
つ
な
が
る
事
業
で
あ
る
と

い
う
認
識
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

質問答え

町
全
体
で
ど
の
く
ら
い
の
町

民
が
購
入
し
て
い
る
の
か
。

令
和
６
年
度
販
売
実
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
小
学
校
統
合
事
業
費

　
　現

在
の
進
捗
状
況
、
及
び
開

校
予
定
は
。

令
和
６
年
度
は
、業
者
選
定
、

基
本
設
計
ま
で
終
了
し
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
通
り
順
調
に
事
業

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

開
校
は
令
和
10
年
４
月
と
な
っ

て
い
ま
す
。

質問答え

質問質問答え 答え
販売額総額 １億 7,000 万円

民生費 商品券 リフォーム券 ふっくら Pay

発行額 1 億 1,000 万円 2,600 万円 3,400 万円

申込数 1,653 世帯 81 世帯 890 人

購入数 1,460 世帯 81 世帯 788 人

割　合 19.7% 1.1% 6.1%

令和６年度くらて元気エール券（地域振興券）販売実績

※世帯数   7,411世帯　※18歳以上人口　12,922人（令和6年8月末）



令和６年度一般会計の主な事業
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総務費  46億5,511万円（１人あたり31万2千円）
町の運営や庁舎管理など行政の基本となる事務に係る経費

・庁舎等建設費　29 億 8,912 万円
・オンデマンド交通運行事業費　4,361 万円

民生費 31 億 3,585 万円（１人あたり 21 万円）
福祉や子育てなど住民の生活を支えるための経費

・後期高齢者医療事業費　3 億 5,360 万円
・児童手当費　２億 3,921 万円

衛生費  9 億 4,122 万円（１人あたり 6 万 3 千円）
健康づくりやごみ処理など暮らしの衛生を守るための経費

・法定予防接種費　4,682 万円
・廃棄物処理施設管理運営費　1 億 5,585 万円

農林水産業費  １億 8,410 万円（１人あたり 1 万 2 千円）
農業や林業など、地域の産業と自然を守るための経費

・防災重点農業用ため池緊急整備事業費　1,349 万円
・新規就農者育成総合対策事業費　　1,725 万円

令和６年度 特別会計・企業会計
　一般会計とは別に私たちの生活に身近な水道、下水道事業や国民健康保険事業など、特定の事業を運営するための会
計があります。　町の財政をより身近に感じていただけるよう、特別会計・企業会計の内容を一覧にし、掲載しています。

会計名 歳入額 歳出額 実質収支額

特
別
会
計

国民健康保険事業 19 億 2,804 万円 18 億 2,505 万円 1 億 299 万円

かんがい施設維持管理運営費 4,491 万円 4,491 万円 0 万円

後期高齢者医療 3 億 4,843 万円 3 億 4,698 万円 146 万円

住宅新築資金等 26 万円 26 万円 0 万円

谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費 978 万円 978 万円 0 万円

地方独立法人くらて病院貸付金等 3 億 9,649 万円 3 億 9,649 万円 0 万円

企
業
会
計

水道事業会計
収益的収支 3 億 4,375 万円 3 億 4,118 万円 257 万円

資本的収支 0 万円 1 億 1,297 万円 ▲ 1 億 1,297 万円

下水道事業会計
収益的収支 4 億 3,329 万円 4 億 3,896 万円 ▲ 567 万円

資本的収支 4 億 4,121 万円 5 億 8,913 万円 ▲ 1 億 4,792 万円

９月定例会

決算審査

　▲（マイナス）分は損益勘定留保資金等で補填



●
学
校
給
食
費
補
助
金　

１
４
９
０
万
３
千
円

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
実

施
す
る
事
業
な
の
で
、
も

っ
と
早
く
、
ま
た
減
免
の

回
数
を
増
や
す
こ
と
は
。

口
座
振
込
等
の
事
務
手
続

き
の
た
め
、
令
和
８
年
１

月
か
ら
３
月
に
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
３
回
分
の
減
免
の

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

質問答え

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施

し
、
寄
附
額
の
10
分
の
４
を
補
助

金
と
し
て
交
付
し
、
事
業
開
始
後

は
、
養
鰻
を
通
し
て
、
町
に
貢
献

で
き
る
事
業
展
開
や
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
と
し
て
活
用
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

目
標
額
や
募
集
期
間
は
ど

の
よ
う
に
設
定
し
て
い
る

の
か
。

６
０
０
０
万
円
を
目
標
設

定
額
と
し
、
10
月
か
ら
12

月
ま
で
の
３
か
月
間
で
す
。

事
業
建
設
予
定
地
は
ど
こ
に

な
る
の
か
。

事
業
所
は
、
旧
鞍
手
町
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
く
ら
じ
の

郷
）
わ
い
わ
い
広
場
跡
地
に

建
設
予
定
で
す
。

令
和
７
年
度 

鞍
手
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

１
億
３
６
８
１
万
９
千
円
を
追
加

●
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

活
用
補
助
金　
　
　
　
　

２
３
８
５
万
７
千
円

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

型
ふ
る
さ
と
納
税
（
※
）
の

事
業
概
要
に
つ
い
て
。

事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
鞍

手
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

活
用
補
助
金
事
業
の
公
募
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
町
内
で
う
な
ぎ

の
加
工
場
を
操
業
し
て
い
る
事
業

者
か
ら
養
鰻
場
設
置
に
係
る
申
請

が
あ
り
対
象
事
業
と
し
て
承
認
、

町
が
そ
の
承
認
事
業
に
つ
い
て
ク

質問答え

答え

原案
可決

質問答え質問
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補
正
予
算
や
令
和
６
年
度
決
算
認
定
に

３
件
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

提
案
さ
れ
た
議
案
に
対
し
、
議
員
が
質
疑
を
行
い
付
託
委
員
会
を
決
定
し
ま

す
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

議案
質疑

９月定例会

※
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ

る
さ
と
納
税
…
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
を
活
用
し
、
具
体
的
な
事
業
を

示
し
て
寄
附
を
募
る
仕
組
み
。

鞍手産の「なす」を使った
麻婆なす（９月24日給食）

鞍手町教育委員会
教育委員の任命

都甲千恵子氏が任期満了すること
に伴い後任として、川上美恵子氏
を任命することに全員賛成で同意
しました。

〈任期〉
令和 ７ 年 10 月 7 日から
令和 11 年 10 月 6 日まで

川上美恵子氏
かわかみ みえこ

新任

新
し
い
人
事
（
同
意
）

同意

毛利芳太郎氏、川上美恵子氏、鯵坂省治氏の任期が満了
することに伴い、鯵坂省治氏及び松井美保氏、日髙暢裕
氏を推薦することに全員賛成で同意しました。

同意人権擁護
委員の推薦

鯵坂省治氏
あじさか しょうじ

再任
松井美保氏
まつい　みほ

新任
日髙暢裕氏
ひだか のぶひろ

新任

〈任期〉
令和 ８ 年１月１日から
令和 10 年 12 月 31 日まで

ふるさと納税返礼品
として活用予定



令
和
７
年
度 

鞍
手
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

８
９
８
万
２
千
円
を
追
加

原
案可決

今後、建替えが予定されている現在の舟
川隣保館

⑦ 　議会だよりくらて №152　　

再
婚
等
で
多
子
世
帯
に
な

っ
た
場
合
、
対
象
と
な
る

の
か
、
ま
た
そ
の
把
握
は

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

質問

行
政
報
告

ご
み
処
理
施
設
整
備
の

経
過
に
つ
い
て

　

現
在
、
次
期
可
燃
ご
み
処
理
施

設
の
処
理
方
式
に
つ
い
て
、
く
ら
じ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
、

焼
却
（
ス
ト
ー
カ
）
方
式
へ
転
換

す
る
こ
と
を
最
終
方
針
と
し
て
、

「
ご
み
処
理
施
設
整
備
基
本
計
画
」

の
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

    

な
お
、
当
該
方
式
に
つ
き
ま
し

て
は
、
対
象
経
費
の
３
分
の
１
が

循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金
の

対
象
と
な
り
ま
す
が
、
全
国
的
に

既
存
の
Ｒ
Ｄ
Ｆ
施
設
を
焼
却
施
設

に
改
修
し
た
事
例
は
見
受
け
ら
れ

な
い
た
め
、
先
進
事
例
と
し
て
対

象
経
費
の
２
分
の
１
が
循
環
型
社

会
形
成
推
進
交
付
金
の
対
象
と
な

る
よ
う
、
去
る
７
月
28
日
に
環
境

省
等
へ
の
要
望
を
行
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。 

　

当
該
方
式
が
先
進
的
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
組
合
が
ご
み
減
量

化
の
取
組
と
し
て
検
討
し
て
い

る
「
紙
お
む
つ
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の

取
組
」、「
廃
食
用
油
リ
サ
イ
ク
ル

へ
の
取
組
」
等
と
併
せ
て
非
常
に

深
く
理
解
を
し
て
い
た
だ
い
た
上

で
、
交
付
率
の
引
き
上
げ
に
対
し

て
必
要
な
事
項
等
を
ご
教
示
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
引
き

続
き
国
・
県
と
密
に
連
携
し
な
が

ら
、
事
業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
次
期
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ

イ
ク
ル
施
設
に
つ
き
ま
し
て
も
、

現
施
設
を
稼
働
し
な
が
ら
、
同
一

敷
地
に
建
て
替
え
を
行
う
方
針
で

「
ご
み
処
理
施
設
整
備
基
本
計
画
」

の
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。 

　

次
期
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル

施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
、
現
施

設
の
敷
地
を
活
用
す
る
た
め
、
施

設
整
備
に
必
要
な
用
地
測
量
及
び

縦
横
断
測
量
等
を
実
施
し
て
お

り
、
補
正
予
算
を
い
た
だ
き
ま
し

た
地
質
調
査
業
務
委
託
に
つ
き
ま

し
て
も
、
現
在
、
発
注
の
準
備
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　

今
後
も
ご
み
の
減
量
化
、
リ

サ
イ
ク
ル
化
を
推
進
し
な
が
ら
、

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
真
摯
に
対

応
し
、
よ
り
時
代
に
即
し
た
施
設

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

宮若市外二町じん芥処理施設組合
（構成市町：宮若市・小竹町・鞍手町）

古月保育所西側外観

隣
保
館
施
設
整
備
事
業

舟
川
隣
保
館
建
設
工
事

請
負
契
約

の
締
結

原
案可決

今
後
の
計
画
と
工
期
、
ど

の
程
度
の
規
模
の
建
物
な

の
か
。

議
決
を
頂
き
ま
す
と
、
本

日
８
月
８
日
が
本
契
約
、

令
和
８
年
３
月
10
日
ま
で

が
、
工
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新

隣
保
館
は
、
現
隣
保
館
と
同
程
度

の
規
模
の
建
物
と
な
り
ま
す
。

質問答え

●
《
歳
入
》

公
立
保
育
所
利
用
者

負
担
金

▲
１
７
６
万
６
千
円

●
《
歳
出
》

認
定
こ
ど
も
園
施
設
型

給
付
費
補
助
金

１
７
８
万
５
千
円

多
子
世
帯
届
出
保
育

施
設
利
用
料
補
助
金

２
２
５
万
円

　
　
　
　
　
　
　

補
助
金
の
事
業
概
要
、
目

的
及
び
内
容
、
対
象
者
は
。

多
子
世
帯
の
経
済
的
負
担

の
大
き
さ
や
、
３
人
以
上

の
子
育
て
世
帯
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
令
和

答え 質問
令
和
７
年
第
４
回

臨
時
会

第
４
回
臨
時
会
が
８
月
８
日

に
行
わ
れ
、
補
正
予
算
１
件
、

そ
の
他
の
議
案
１
件
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

７
年
９
月
か
ら
第
１
子
と
第
２
子

の
年
齢
や
世
帯
の
収
入
に
関
係
な

く
、
第
３
子
以
降
の
全
て
の
こ
ど

も
の
保
育
料
を
無
償
化
す
る
た
め

の
費
用
で
す
。

保
護
者
が
同
一
世
帯
で
あ

れ
ば
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
把
握
に
つ
い

て
は
申
請
制
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。 答え
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審査
結果

9 月定例会 第５回定例会では提案された 17 議案が
それぞれ可決・承認されました。
第 4 回臨時会では、２議案が可決されま
した。

【表示記号】
議決結果：◎ … 可決・承認・同意・認定　

 ● … 否決、不承認・不同意・不認定　　
賛否状況：〇 … 賛成　 ● … 反対　　　　　

議
決
結
果

賛
成

反
対

議員名
的
野　

信
之

許
斐　

英
幸

田
中
二
三
輝

星 　

正 

彦

宇
田
川　

亮

野
口
美
恵
子

新
谷　

留
晴

石
井　

大
輔

許
斐
潤
一
郎

有
働　

徳
仁

栗
田　

美
和

西
藤　

典
子

篠
原　

哲
哉

議案
番号 議案名

第 47 号 鞍手町教育委員会委員の任命 ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 48 号 鞍手町議会議員及び長の選挙における選挙運動の公
費負担に関する条例の一部を改正する条例 ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 49 号

鞍手町行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利
用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改
正する条例

◎ 10 2 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

第 50 号 令和７年度鞍手町一般会計補正予算（第３号） ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 51 号 令和７年度鞍手町国民健康保険事業特別会計
補正予算（第２号） ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 52 号 令和７年度鞍手町後期高齢者医療特別会計
補正予算（第２号） ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 53 号 令和７年度鞍手町住宅新築資金等特別会計
補正予算（第１号） ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 54 号 令和６年度鞍手町一般会計歳入歳出決算認定 ◎ 10 2 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

第 55 号 令和６年度鞍手町国民健康保険事業特別会計
歳入歳出決算認定 ◎ 10 2 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

第 56 号 令和６年度鞍手町かんがい施設維持管理運営費
特別会計歳入歳出決算認定 ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 57 号 令和６年度鞍手町後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算認定 ◎ 10 2 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

第 58 号 令和６年度鞍手町住宅新築資金等特別会計歳入歳出
決算認定 ◎ 10 2 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

第 59 号 令和６年度鞍手町谷山池パイプライン水利施設
維持管理運営費特別会計歳入歳出決算認定 ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 60 号 令和６年度地方独立行政法人くらて病院貸付金等
特別会計歳入歳出決算認定 ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 61 号 令和６年度鞍手町水道事業会計決算認定 ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 62 号 令和６年度鞍手町下水道事業会計決算認定 ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 63 号 鞍手町工場等設置奨励に関する条例に基づく
令和７年度固定資産税の課税免除 ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第５回定例会（令和７年９月３日～９月 18 日）

第 45 号 令和７年度鞍手町一般会計補正予算（第２号） ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 46 号 隣保館施設整備事業
舟川隣保館建設工事請負契約の締結 ◎ 12 0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第４回臨時会

第４回臨時会（令和７年８月８日）

各議案は、的野信之議長を除く 12 名の議員で採決されました。
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掲載頁 議員名 質問項目

10 ページ 西藤典子 議員
① 鞍手町の３歳未満児の保育料について
② 学校・公共施設のトイレの生理用品の設置について　
③ 生理休暇について
④ 鞍手郡内におけるコロナウイルス感染症について

11 ページ 新谷留晴 議員 ① ８月の豪雨での被害について
② 「くらじの郷」のその後の進捗状況について

12 ページ 　　　　　　石井大輔 議員 ① 道路に伸びた雑草、樹木について
② 「くらじの郷」施設について

13 ページ 　　田中二三輝 議員 ① 鞍手町長の越権行為について

一般
質問

９月定例会 知知りたいことりたいこと望望むことむこと
議員が問う今とこれから
一般質問は、町長から提出された議案以外に、行政全般に
ついて現状や方針を問うものです。令和７年９月議会では
４名の議員が一般質問を行いました。

※質問内容及び答弁は、質問者自身が要約したものをもとに、議会広報編集調査特別委員会が校正しています。
※質問の全文は、鞍手町ホームページまたは議会事務局にて、会議録としてご覧いただけます。ただし、会議録

の整理状況により、公開が遅れる場合がありますので、あらかじめご了承ください。
※令和 7 年 9 月から、YouTube チャンネルにて議会の中継・配信を実施しています。

スマホをかざすと「鞍手町 YouTube
チャンネル」が視聴できます
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学
校
・
公
共
施
設
の
ト
イ

レ
の
生
理
用
品
の
設
置
に

つ
い
て
・
生
理
と
い
う
女

性
特
有
の
負
担
の
緩
和
策

鞍
手
郡
内
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

西藤　典子西藤　典子  議員議員

高
す
ぎ
る
保
育
料
の
見
直
し
を

実
施
す
べ
き
で
は
。

他
の
子
育
て
支
援
策
と
の
整
合

性
を
取
り
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
議
員
】

質問質問
【
町
長
】

回答回答
議
員　

鞍
手
町
の
３
歳
未
満
児
の

保
育
料
に
つ
い
て
、
第
３
階
層
区

分
世
帯
の
第
１
子
と
第
２
子
の
保

育
料
は
。

健
康
こ
ど
も
課
長　

保
育
標
準
時

間
で
第
１
子
が
１
万
７
５
０
０
円
、

第
２
子
は
半
額
の
８
７
５
０
円
と

な
り
ま
す
。

議
員　

小
竹
町
で
は
、
第
１
子
が

１
万
６
５
０
０
円
、
第
２
子
は
半

額
の
８
２
５
０
円
だ
。
次
に
第
８

階
層
区
分
世
帯
の
鞍
手
町
の
保
育

料
は
。

健
康
こ
ど
も
課
長　

第
１
子
は

９
万
３
６
０
０
円
、
第
２
子
は
半

額
の
４
万
６
８
０
０
円
で
す
。

議
員　

小
竹
町
で
は
、
第
１
子
が

６
万
２
千
円
、
第
２
子
は
半
額
の

３
万
１
千
円
。
例
え
ば
０
歳
と
２

歳
の
２
人
預
け
る
場
合
、
９
万
３
千

円
だ
が
、
鞍
手
町
の
場
合
は
、

14
万
４
千
円
に
も
な
る
。
宮
若
市

の
場
合
も
、
令
和
５
年
よ
り
第
２

子
以
降
は
無
償
化
さ
れ
、
２
人
預

け
て
も
７
万
６
千
円
、
近
隣
の
自

治
体
の
ほ
と
ん
ど
が
第
２
子
を
無

償
化
し
て
い
る
中
、
早
急
に
こ
の

問
題
の
是
正
を
お
願
い
し
た
い
。

議
員　

内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、

２
０
２
４
年
10
月
１
日
時
点
で
全

国
で
は
９
２
６
の
公
共
団
体
が
無

償
配
布
に
取
組
ん
で
い
る
。
県
内

全
体
で
は
22
市
町
村
で
実
施
さ
れ

て
い
る
と
聞
い
た
が
、
そ
の
市
町

村
名
は
。

教
育
長　

福
岡
県
で
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
は
、
福
岡
市
、

北
九
州
市
、
田
川
市
、
大
川
市
、
行

橋
市
、
筑
紫
野
市
、
宗
像
市
、
古
賀

市
、
福
津
市
、
う
き
は
市
、
糸
島
市
、

那
珂
川
市
、
朝
倉
市
、
粕
屋
町
、
芦

屋
町
、
水
巻
町
、
遠
賀
町
、
添
田
町
、

苅
田
町
、
み
や
こ
町
、
吉
富
町
、
築

上
町
、
筑
前
町
で
、
以
前
22
自
治
体

と
お
答
え
し
て
い
ま
し
た
が
、
23
自

治
体
に
な
り
ま
す
。

議
員　

私
が
調
べ
た
範
囲
で
は
、
生

理
用
品
を
全
小
中
学
校
の
ト
イ
レ

に
設
置
し
て
い
る
市
区
町
村
数
は

２
９
５
、
庁
舎
ト
イ
レ
に
生
理
用

品
を
置
い
て
い
る
自
治
体
数
は

１
２
１
と
の
情
報
も
あ
る
。
最
初

に
質
問
し
た
２
０
２
１
年
６
月
議

会
時
点
の
答
弁
で
は
、
こ
の
取
り

組
み
の
団
体
数
は
全
国
で
２
５
５

だ
っ
た
が
、
今
回
の
答
弁
で
は

９
２
６
と
４
年
間
で
３
倍
以
上
に

広
ま
っ
て
い
る
。

　

女
性
た
ち
が
切
羽
詰
っ
て
駆
け

込
ん
だ
時
、
ト
イ
レ
に
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
と
同
じ
よ
う
に
生
理

用
品
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
、
こ
れ
が
最
小
限
で
最
大
の

安
心
条
件
と
思
う
が
。

教
育
長　

小
中
学
校
に
お
い
て
は
、

保
健
室
で
そ
の
子
の
生
活
状
況
や

家
庭
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
生
理

用
品
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
小

中
学
校
で
は
今
後
も
保
健
室
で
の

配
布
を
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

最
近
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
、
ま
た
増
え
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
鞍
手
郡
内
に
お
け

る
、
発
生
状
況
の
情
報
は
あ
る
の

か
。

健
康
こ
ど
も
課
長　

鞍
手
郡
内
の

発
生
状
況
は
把
握
で
き
ま
せ
ん

が
、
福
岡
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に

あ
る
福
岡
県
感
染
症
発
生
動
向
調

査
か
ら
保
健
所
管
轄
ご
と
の
発
生

状
況
が
確
認
で
き
ま
す
。

議
員　

町
と
し
て
の
対
応
は
。

健
康
こ
ど
も
課
長　

国
や
県
の
動

向
、
保
健
所
か
ら
の
情
報
を
注
視

し
、
情
報
収
集
と
関
係
機
関
と
の

連
携
を
継
続
し
、
新
た
な
対
策
が

求
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
国
、
県

と
連
携
し
対
応
し
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
に
は
基
本
的
な
感
染
対
策
の

呼
び
か
け
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す

る
情
報
な
ど
の
周
知
を
行
い
ま
す
。

保 育 の 様 子 （ イ メ ー ジ ）
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議
員　

８
月
の
集
中
豪
雨
で
、
町

内
に
お
い
て
多
く
の
被
害
が
出
ま

し
た
。

　

八
尋
地
区
で
は
、
土
砂
崩
れ
で
、

境
界
ブ
ロ
ッ
ク
が
倒
壊
し
、
私
有

地
内
に
崩
れ
落
ち
、
車
庫
は
危
険

を
感
じ
解
体
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

永
谷
地
区
は
、
毎
年
の
よ
う
に
山

間
か
ら
山
水
が
敷
地
内
に
入
る
た

め
、
土
嚢
を
積
み
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
て
い
ま
す
。

　

室
木
地
区
も
、
豪
雨
の
た
び
に
、

高
台
か
ら
山
水
が
流
れ
込
み
、
共

有
地
の
道
路
の
路
面
が
大
き
く
破

損
し
、
車
も
通
れ
な
い
ほ
ど
の
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
災
害
の
際
に
、
町
と
し
て
、
私

有
地
外
か
ら
の
被
害
、
私
有
地
内

で
の
被
害
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

町
長　

私
有
地
以
外
の
被
害
報
告

を
受
け
た
場
合
、
直
ち
に
職
員
が

現
地
に
向
か
い
、
状
況
を
確
認
し

必
要
な
対
応
を
と
っ
て
お
り
ま

す
。
今
回
は
道
路
が
冠
水
し
た
箇

所
の
通
行
止
め
や
、
道
路
上
の
倒

木
の
撤
去
、
た
め
池
の
決
壊
に
備

え
て
地
元
区
長
等
に
連
絡
な
ど
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
私
有
地

内
の
被
害
に
つ
い
て
で
す
が
、
災

害
の
状
況
や
対
応
時
間
等
に
よ

り
、
対
応
で
き
る
か
否
か
の
判
断

を
し
て
お
り
ま
す
。
発
災
時
に
職

員
が
現
地
に
向
か
っ
て
も
対
応
で

き
な
い
場
合
、
そ
の
際
は
安
全
な

場
所
に
避
難
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
話
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
発
災
後
に
は
現
地
確
認

を
し
、
工
事
が
必
要
で
あ
れ
ば
事

業
者
の
紹
介
や
対
処
方
法
な
ど
の

「
く
ら
じ
の
郷
」
の
そ
の
後

の
進
捗
状
況
は

旧鞍手総合福祉センター「くらじの郷」

ご
相
談
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

議
員　

町
長
が
言
わ
れ
た
よ
う
な

対
応
が
迅
速
に
行
わ
れ
て
い
れ

ば
、
被
災
者
及
び
町
民
か
ら
の
不

平
、
不
満
の
声
は
出
て
こ
な
い
と

思
い
ま
す
。

都
市
整
備
課
長　

対
応
に
関
し
て

は
、
町
長
が
話
し
た
よ
う
な
流
れ

で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員　

個
人
の
費
用
で
賄
え
る
の

か
、
そ
の
辺
の
判
断
も
含
め
て
真

摯
に
、
迅
速
に
話
し
合
い
を
し
て

い
た
だ
き
、
災
害
の
特
例
を
設
け
、

民
地
・
私
有
地
に
つ
い
て
の
対
応

も
災
害
対
策
費
の
中
で
調
整
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新谷　留晴新谷　留晴  議員議員

８
月
の
豪
雨
で
の
私
有
地
内

外
に
お
け
る
被
害
の
対
応
に

つ
い
て

安
全
な
場
所
に
避
難
し
て
頂
く
よ
う
お

願
い
し
、
発
災
後
に
現
場
確
認
、
対
処

方
法
等
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

議
員　

以
前
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
に
よ
る
素
案
を
作
成
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の
後

の
進
展
は
。

町
長　

施
設
の
利
活
用
案
は
、
道

の
駅
の
よ
う
な
活
用
方
法
を
掲

げ
、
官
民
連
携
に
よ
る
経
営
形
態

と
し
て
、
様
々
な
施
設
を
併
設
し
、

多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現

在
は
産
業
振
興
課
に
お
い
て
利
活

用
案
の
再
考
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
並
行
し
て
、
現
状
の
ま

ま
民
間
に
貸
与
し
、
施
設
の
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
や
運
営
を
委
ね
る
方
法

な
ど
の
検
討
も
必
要
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

議
員　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
令

和
10
年
の
小
学
校
統
合
以
降
で
な

い
と
、
進
行
で
き
な
い
と
い
う
話

で
し
た
が
、
統
合
ま
で
あ
と
２
年

半
で
す
。
も
う
そ
ろ
そ
ろ
完
成
予

想
図
が
で
き
て
い
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
庁
舎
新
設
の
頃

か
ら
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
に

つ
い
て
討
論
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
こ
の
時
点
で
は
っ
き
り
と
し

た
方
向
性
を
示
し
て
い
た
だ
き
前

向
き
に
堅
実
な
検
討
を
お
願
い
し

た
い
。

【
町
長
】

回答回答
【
議
員
】

質問質問
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石井　大輔石井　大輔  議員議員

県
道
の
除
草
回
数
を
増
や
す

要
望
は
で
き
な
い
か
。

必
要
性
を
感
じ
る
の
で
要
望

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

く
ら
じ
の
郷
の
施
設
に
つ
い
て

議
員　

県
道
と
町
道
の
草
刈
り

は
、
年
に
何
回
、
い
つ
頃
行
っ
て

い
る
の
か
。

都
市
整
備
課
長　

県
道
は
年
１
回
、

７
月
中
旬
〜
10
月
初
旬
、
町
道
は

主
要
45
路
線
を
年
２
回
、
残
り
39

路
線
を
年
１
回
。
前
期
は
６
月
中

旬
〜
９
月
下
旬
、
後
期
は
10
月
中

旬
〜
11
月
下
旬
で
す
。

議
員　

走
行
や
歩
行
の
妨
げ
に
な

る
場
所
は
、
除
草
回
数
を
増
や
せ

な
い
か
。

都
市
整
備
課
長　

現
在
、
除
草
等

に
、
年
間
約
２
千
５
０
０
万
円
の

費
用
が
か
か
っ
て
お
り
、
苦
情
の

あ
っ
た
場
所
は
職
員
が
対
応
し
て

い
ま
す
。

議
員　

歩
行
の
妨
げ
に
な
る
よ
う

な
状
態
は
で
き
る
限
り
避
け
る
べ

き
。
町
長
の
考
え
は
。

町
長　

県
道
55
号
線
宮
若
か
ら
遠

賀
町
に
抜
け
る
、
旧
室
木
線
あ
と

な
ど
、
草
が
伸
び
て
歩
行
者
が
歩

け
る
の
か
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
安
全
を
確
保
す
る
方
法
は

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

県
に
年
２
回
の
草
刈
り
を

要
望
す
る
の
は
難
し
い
の
か
。

町
長　

私
も
必
要
性
を
感
じ
て
い

ま
す
の
で
、
県
の
ほ
う
に
要
望
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員　

隣
地
か
ら
道
路
に
伸
び
た

樹
木
は
ど
う
対
応
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
樹
木
の
所
有
者
の
方
と

連
絡
が
と
れ
な
い
場
合
、
所
有
者

が
不
明
で
あ
る
場
合
は
。

都
市
整
備
課
長　

所
有
者
に
剪
定

を
お
願
い
し
、
緊
急
性
が
高
い
も

の
は
町
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
所

有
者
不
明
の
場
合
も
町
で
対
応
し

ま
す
。

議
員　

全
国
的
な
訴
訟
事
例
を
見

て
み
る
と
、
樹
木
の
所
有
者
に
対

す
る
損
害
賠
償
請
求
や
道
路
管
理

者
が
適
切
な
行
政
指
導
を
行
っ
て

い
た
か
ど
う
か
が
争
点
と
な
り
、

行
政
の
管
理
責
任
を
問
わ
れ
る
ケ

ー
ス
も
あ
る
。
広
報
な
ど
で
広
く

定
期
的
に
周
知
す
べ
き
で
は
。

都
市
整
備
課
長　

周
知
方
法
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
出
た
草

木
の
処
分
は
。

住
民
環
境
課
長　

草
刈
り
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
方
に
対
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
を
配
布
し
、
ご
み

収
集
ル
ー
ト
上
で
回
収
。
袋
に
入

ら
な
い
樹
木
等
は
年
２
回
の
清
掃

デ
ー
で
回
収
し
ま
す
。

議
員　

清
掃
デ
ー
ま
で
一
時
保
管

す
る
の
で
は
な
く
速
や
か
に
処
分

し
た
い
場
合
は
。

住
民
環
境
課
長　

住
民
の
方
に
し

て
い
た
だ
く
の
が
適
正
な
の
か
、

協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

議
員　

体
育
館
ア
リ
ー
ナ
床
面
に

つ
い
て
表
面
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
が

剥
が
れ
て
い
る
箇
所
が
徐
々
に
ひ

ど
く
な
っ
て
お
り
、
転
倒
や
裂
傷

な
ど
の
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が

あ
り
、
利
用
者
の
安
全
面
か
ら
み

て
も
非
常
に
懸
念
さ
れ
る
状
態
で

あ
る
。
修
繕
は
し
な
い
の
か
。

教
育
長　

利
用
者
の
方
に
支
障
が

な
い
よ
う
に
、
小
規
模
な
部
分
の

修
繕
は
す
ぐ
に
対
応
す
る
よ
う
考

え
て
お
り
ま
す
。
部
分
的
に
修
繕

で
き
る
の
か
、
全
体
的
に
や
ら
な

い
と
い
け
な
い
の
か
、
修
繕
を
計

画
的
に
考
え
、
町
執
行
部
と
予
算

な
ど
も
含
め
、
協
議
を
行
い
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　

災
害
時
に
避
難
場
所
と
し

て
指
定
さ
れ
て
い
る
施
設
で
も
あ

り
、
施
設
の
安
全
性
は
極
め
て
重

要
だ
と
考
え
る
。
早
急
な
対
応
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
町
長
】

回答回答
【
議
員
】

質問質問
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田中二三輝田中二三輝  議員議員

町
長
と
議
会
の
関
係
は
二
元

代
表
制
で
あ
る
と
、
理
解
し

て
い
ま
す
か
。

二
元
代
表
制
で
あ
る
と
認
識

を
し
て
い
ま
す
。

議
員　

自
分
が
町
長
で
あ
り
、
自

分
の
言
う
こ
と
は
誰
も
が
聞
き
入

れ
る
と
い
う
思
い
上
が
っ
た
考
え

が
、
議
会
の
自
主
性
、
自
主
独
立

を
侵
し
た
の
で
は
。

町
長　

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
全
く

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

議
員　

今
回
の
町
長
に
よ
る
議
会

に
対
す
る
越
権
行
為
は
、
議
会
の

意
志
決
定
過
程
に
対
す
る
不
当
な

干
渉
で
あ
る
と
判
断
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
議
会
事
務
局
は
議
会
の
補

助
機
関
で
あ
り
、
執
行
機
関
の
指

揮
命
令
系
統
に
は
属
し
て
い
な

い
。
町
長
が
議
会
事
務
局
職
員
に

直
接
異
論
を
唱
え
る
こ
と
は
議
会

の
自
立
性
を
損
な
う
こ
と
に
も
つ

な
が
る
。
委
員
会
結
果
や
議
決
に

異
議
が
あ
る
場
合
は
、
地
方
自
治

法
第
１
７
６
条
に
基
づ
く
再
議
を

求
め
る
。こ
れ
が
正
当
な
手
続
で
は
。

町
長　

異
論
を
唱
え
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
職
員
に
ど
の
よ
う

に
委
員
会
が
進
ん
だ
の
か
尋
ね
に

行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

議
員　

私
は
、
法
令
を
遵
守
し
、

こ
れ
を
守
る
べ
き
人
間
が
し
っ
か

り
と
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
鞍
手

町
議
会
が
活
性
化
し
、
議
会
の
自

立
性
を
守
り
、
執
行
機
関
の
不
当

な
影
響
を
抑
制
し
、
議
会
の
意
思

決
定
の
透
明
性
と
正
当
性
を
確
保

す
る
と
考
え
る
。
こ
の
法
を
根
拠

と
し
た
制
度
を
無
視
し
た
町
長
の

行
動
は
議
会
を
軽
視
し
た
も
の
で

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
。

町
長　

議
員
が
言
わ
れ
る
よ
う
に

議
会
事
務
局
職
員
は
町
長
部
局
の

職
員
で
は
な
い
こ
と
は
、
当
然
な

が
ら
承
知
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

町
の
職
員
で
も
あ
る
の
で
、
議
会

事
務
局
員
と
し
て
、
理
解
を
し
て

ほ
し
い
と
考
え
、
約
20
年
、
議
員

を
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
老
婆

心
な
が
ら
私
の
議
員
経
験
の
話
を

し
ま
し
た
が
、
ベ
テ
ラ
ン
議
員
も

い
る
中
で
出
過
ぎ
た
こ
と
を
し
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員　

町
長
の
お
ご
り
、
こ
れ
が

議
会
に
対
す
る
前
代
未
聞
な
行
為

と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
と
判
断
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
町
長
の
お
ご
り
が

他
の
機
関
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
疑

惑
や
民
間
法
人
へ
の
不
当
な
介
入

と
い
っ
た
不
名
誉
な
行
為
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
。

自
分
は
町
長
だ
か
ら
何
を
言
っ
て

も
構
わ
な
い
。
俺
の
言
っ
た
こ
と

は
、
み
ん
な
が
聞
き
入
れ
て
く
れ

る
。
そ
う
い
っ
た
気
持
ち
が
ど
こ

か
に
あ
る
の
で
は
な
い
の
か
。

町
長　

議
員
が
言
わ
れ
る
よ
う
な

こ
と
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員　

町
長
は
、
す
ば
ら
し
く
言

い
訳
が
う
ま
い
人
だ
と
い
う
印
象

を
私
は
持
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

も
取
り
得
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

町
政
運
営
を
担
う
方
と
し
て
は
い

か
が
な
も
の
か
と
考
え
ま
す
。

本
来
、
私
ど
も
は
鞍
手
町
の
発

展
と
、
将
来
、
こ
の
町
に
生
ま
れ

て
く
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
町

づ
く
り
を
真
剣
に
議
論
す
る
た
め

に
、
こ
こ
に
ま
み
え
て
い
る
は
ず
。

あ
な
た
が
町
長
と
し
て
、
行
う

行
為
、
そ
れ
を
慎
重
に
行
っ
て
い

た
だ
か
な
い
と
、
ま
た
、
そ
の
行

為
に
対
し
て
指
摘
を
す
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
町
が

変
わ
っ
て
い
く
は
ず
が
な
い
。

ぜ
ひ
本
来
の
姿
に
戻
り
、
町
の

た
め
に
建
設
的
な
議
論
を
今
後
は

重
ね
て
い
き
た
い
が
。

町
長　

議
員
に
私
に
関
す
る
質
問

を
さ
せ
て
し
ま
い
誠
に
申
し
訳
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

改
め
る
と
こ
ろ
は
改
め
、
町
民

の
負
託
に
こ
た
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員　

最
後
に
、
町
長
の
周
り
に

は
厳
し
い
助
言
を
し
て
く
れ
る
方

が
い
な
い
の
か
。
イ
エ
ス
マ
ン
ば

っ
か
り
だ
と
、
非
常
に
居
心
地
は

い
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

成
長
は
全
く
望
め
ま
せ
ん
。

　
「
敵
こ
そ
最
強
の
友
で
あ
り
、

最
良
の
糧
で
あ
る
」
今
日
は
、
こ

の
言
葉
を
送
っ
て
、
一
般
質
問
を

終
わ
り
ま
す
。

【
町
長
】

回答回答
【
議
員
】

質問質問



編
集
後
記

　
今
夏
は
、
異
常
気
象
に
よ
り

八
月
の
豪
雨
や
酷
暑
で
厳
し
い

夏
と
な
り
ま
し
た
。
九
月
議
会

で
は
学
校
給
食
費
補
助
金
や
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用
し
た
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業

に
お
い
て
新
た
な
特
産
品
の
開

発
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
町
内
に

設
置
予
定
の
養
鰻
場
な
ど
多
数

の
特
産
品
開
発
に
対
し
て
議
論

を
交
わ
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
九
月
議
会
よ
り
本
会
議
が
ラ

イ
ブ
配
信
に
て
動
画
視
聴
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま

で
以
上
に
町
民
の
皆
様
が
、
議

会
に
対
し
て
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。　

　
　
　
　
　
　【
新
谷
留
晴
】
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西
川
小
学
校
６
年
生
が
議
会
体
験

　
令
和
７
年
９
月
25
日
（
木
）
西

川
小
学
校
６
年
生
17
名
が
、
議
場

を
訪
れ
議
会
を
体
験
す
る
特
別
授

業「
子
ど
も
議
会
」を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
議
会
事
務
局
長
が
、

町
議
会
の
仕
事
や
役
割
を
説
明
し

ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
校
長
先
生

が
議
長
を
務
め
、
10
名
の
児
童
が

議
員
と
な
り
、
町
長
に
町
民
プ
ー

ル
の
復
活
や
、
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
創
設
の
要
望
や
質
問
を
し

ま
し
た
。

　

質
問
し
た
児
童
は
「
緊
張
し
た

け
ど
議
会
の
人
た
ち
は
こ
こ
で
町

を
よ
く
す
る
た
め
に
話
し
あ
っ
て

あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
し
た
」「
町

に
い
っ
ぱ
い
人
が
来
て
楽
し
い
町

に
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
体
験
を
通
じ
て
、

町
政
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

鞍手町議会だより
右の二次元コードからダウンロード
できます。

鞍手町 議会だより 検索

　

議
会
を
傍
聴
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　議会はどなたでも傍聴ができます。受付は当
日に議会事務局で行います。また、一般質問は
手話通訳による傍聴ができます。手話通訳の申
込みについては、鞍手町ホームページまたは議
会事務局までお問合わせください。

鞍手町議会
YouTube チャンネル
中継・配信しています！

鞍手町議会 YouTube 検索

⑭　　


